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 静的安全系を有する AP1000 について、設計拡張状態に対する安全性評価として、長期の全交流電源喪
失事象が発生し 7日以降には静的格納容器冷却系の冷却水の注水がなく空冷のみの冷却モードとなった場
合の AP1000の格納容器の健全性を評価した。 
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1. はじめに 

 図 1に、AP1000 の静的格納容器冷却系

(PCS)の概略図を示す。PCS は、全交流電

源喪失事象 (SBO) や、LOCA等の事故時

に鋼製格納容器の頂部から外表面に冷却

水を注水することで、原子炉からの崩壊熱

を大気に除熱し、格納容器圧力を設計値未

満に維持可能な系統である。事故後、最初

の 3日間は遮蔽建屋頂部のPCS水タンクの

冷却水を重力で、3 日以降はサイト内の

PCS水補助タンクの冷却水を水補給用ポン

プで格納容器外表面に注水することで、事

故後 7日間まで格納容器の冷却を維持でき

る。さらに、SBOが 7日以降も続く場合は、

PCS に接続される消火系、脱塩水系、または外部補給コネクションを介した可搬式の補給水設備等のサイ

ト内外からの冷却水を格納容器外表面に注水することで格納容器の冷却が維持可能な設計である。 

 

2. AP1000 の格納容器健全性評価結果 

 SBOが 7日以降も継続し、かつサイト内

外からの冷却水補給設備が利用できない

場合、格納容器の冷却は空冷のみとなる。

このような設計拡張状態(DEC)に対する

AP1000 の安全性評価のために、SBO発生

後 7日以降空冷のみの場合の格納容器の健

全性評価を実施した。図 2に、気温を昼夜

の平均温度として 35℃と仮定した場合の

格納容器圧力の解析結果を示す。格納容器

圧力は 7 日（168時間）後から上昇してゆ

くが、設計圧力以上となるまでに 2 日以上

の猶予があり、また最大値は大変形が生じ

る限界圧力（ASME Service Level C）に至

らず、格納容器の健全性は維持される。 

 

3. 結論 

 静的安全系を有する AP1000 について、DECに対する安全評価として、長期 SBO が発生し 7 日以降には

PCS の冷却水の注水がなく空冷のみの冷却モードとなった場合の AP1000 の格納容器の健全性を評価した

結果、格納容器圧力が設計圧力以上となるまでに 2 日以上あり、運転員によるサイト内外からの冷却水の

補給の復帰まで十分な猶予があること、仮に復帰に失敗したとしても、最大値は大変形が生じる限界圧力

に至らず、空冷のみで格納容器の健全性は維持されることを確認した。 
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図 1 静的格納容器冷却系 
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図 2 格納容器圧力解析結果 
（SBO、7 日以降冷却水注水なし、気温 35℃） 
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